
社会福祉学科 専門

社会福祉援助技術現場実習III授業科目

社会対象学科３対象学年【担当教員名】

松山 茂樹、丸田 秋男、豊田 保
村上 信、星野惠美子、松本 京介

必修必修･選択前期開講時期

210（内事前・事後指導各15、現場実習180）時間数６単位数

【概要・一般目標：GIO】

本授業は、社会福祉現場実習及び社会福祉実習指導（実習の前後の指導）から構成する。現場実習は、原則として８月から９月にか

けて４週間の配属実習を行う。実習指導は前期に事前指導を、後期に事後指導を行うが、基本的には分野別（行政・児童・障害・高

齢・社協・医療）のグループにおける個別指導を通して、福祉専門職（社会福祉士）として求められる資質、技能、倫理等の習得を

図る。また、後期の事後指導においては、実習記録に基づく実習報告書を作成するとともに、実習施設等と連携した報告会等を開催

し、自己に求められる課題の明確化とその対応方法等についての理解を深める。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．社会福祉現場実習の意義及び現場実習を通して習得すべき専門知識・技術、倫理及び関連知識等を正しく理解する。

２．社会福祉援助技術の講義や演習等で学んだことを踏まえ、福祉専門職（社会福祉士）として必要な専門知識・技術、倫理及び関

連知識等を具体的に体得する。

３．具体的な援助活動等の実践や体験等を理論化し、専門知識・技術、倫理及び関連知識等を体系的に理解する能力を身につける。

４．実習後においては、実習内容についての達成度を評価し、自己の課題等の解決に向けて具体的に取り組むことのできる能力を身

につける。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

［前期］
講義ガイダンス 授業の進め方、実習の目的・内容と方法・留意事項等について学ぶ１

グループ別指導１ 以下の内容について正しい知識と技術を習得する２
事前学習は、分野別にグ
ループ分けをするが、基本
的には担当教員による個別
指導とする。
配属先で必要とされる専門
知識・技術等については、
分野別に外部講師を招いて
効果的に指導を進める。
その他、事前指導に必要な
学習内容は、学科内の実習
委員会で調整する予定であ
る。

グループ別指導２ ○実習の意義や目的を理解し、個別実習計画を作成する３
グループ別指導３ ○配属先についての基本的知識と必要とされる専門知識・技術（行４
グループ別指導４ 動観察の技術、記録の書き方を含む）の基礎を習得する。５
グループ別指導５ ○利用者等のプライバシー保護と守秘義務の重要性について十分に６
グループ別指導６ 理解する。７
グループ別指導７８
全体指導 ○実習生に求められる勤務態度や服務等を身につける。９
グループ別指導８10
グループ別指導９11
巡回指導事前指導12
グループ別指導1013

担当教員による巡回指導を
行う。

［現場実習］８～９月に配属実習
配属先及び実習日程は、別途知らせる。

［後期］
事後指導は、事前指導と同
グループとするが、基本的
には担当教員による個別指
導とする。

グループ別指導１ 以下の内容について学習する。１
グループ別指導２ ○実習内容についての達成度等を検証し、解決すべき自己の課題等２
グループ別指導３ を明確にする。３
グループ別指導４ ○実習記録に基づく実習報告書等を作成するとともに、実習報告会４
グループ別指導５ を通して自己の課題等に具体的に取り組む対応策を理解する。５
グループ別指導６６
グループ別指導７７

実習報告会は、実習施設等
との連携により効果的な実
施に努める。

実習報告会１８
実習報告会２９

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

教科書

（必ず購入する書籍）

未定中央法規五訂 社会福祉実習
参考書

新潟医療福祉大学現場実習の手引き
その他の資料

【履修上の留意点】

・本実習IIIは、社会福祉援助技術現場実習IIの単位取得がなければ履修できないも

のであり、実習IIと実習IIIのいずれの単位を取得しないと、社会福祉士の受験資

格は得られない。

・事前指導及び事後指導は、社会福祉士指定科目「社会福祉援助技術現場実習指導」に

該当するものであるので、必ず出席すること。

・上記の授業計画等は変更される場合もあるので、担当教員の指導によること。

【評価方法】

事前指導及び事後指導の出席状況、実習先での

評価､実習ノート、レポート、実習報告書等を

総合的に評価する。
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